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１．福岡市内新型コロナウイルス患者発生状況
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第5波 ピーク
8月18日 625人

第6波 ピーク
1月29日 2,438人

4月4日現在
441人

緊
急
事
態
宣
言

緊
急
事
態
宣
言

緊
急
事
態
宣
言

陽性者数 : １２０,４３７人（累計）
Ｒ４.４.４ 現在
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２．現在の新規感染者数の動向（福岡市）

一般社団法人福岡市医師会

0

500

1000

1500

2000

2500

3000 第6波 ピーク
1月29日 2,438人

第5波 ピーク
8月18日 625人

4月4日現在
441人

高止まりの傾向
ＢＡ．２株置き換わりを懸念



３．第５波･第６波年代別内訳の変化（福岡市）
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４．第６波への取り組み
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感染者数が増大した第６波では

● 自宅療養者への
電話等情報通信機器による診療

● 福岡市転院支援調整本部の設置･出動
コロナから回復した患者の転院調整



５．コロナワクチン３回目接種率（福岡市）

一般社団法人福岡市医師会

コロナワクチン３回目接種

接種回数 ６３５,００２回
接種率 ４０.６％（Ｒ４.３.３１ 時点）

・３回目接種で、発症予防効果･重症化抑制効果に期待
・副反応は、２回目と同等かそれ以下
・ファイザー･モデルナの交互接種が可能



６．コロナワクチン３回目接種の効果等
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福岡市民病院･九州大学病院 共同研究より

・３回目接種により、
２回目ピーク時より抗体価上昇

・副反応として、
発熱した人の抗体価はより上昇傾向

・副反応出現後、
解熱鎮痛剤を使用しても悪影響無し



７．コロナワクチン３回目接種の推奨
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・オミクロンＢＡ.２株への置き換わりを懸念

・今後、新たな変異株出現の可能性

・感染者数が増えれば、重症者数も増加

高齢者の方だけでなく、
若年層の方々にも３回目接種を

お勧めします💉



８．令和４年度診療報酬改定について
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外来医療における主な変更内容
項目 内容

｢オンライン診療｣の見直し
現行のオンライン診療料を廃止

初診料・再診料等の中に新たな点数設定

繰り返し利用可能な
｢リフィル処方箋｣の導入

一定期間内に処方箋を反復利用できる
「リフィル処方箋」の仕組みを新たに導入

（上限３回まで）

｢マイナンバーカードの
健康保険証利用｣
の普及活用

マイナンバーカードの健康保険証利用
（オンライン資格確認システム）で
患者の診療情報を取得した場合、

新たに点数算定可能



９．医療従事者への誹謗中傷・攻撃
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近年、医療従事者へのクレームや暴言､暴力
が増えています。

［最近の事例］
・ＰＣＲ検査結果の遅延
・コロナワクチン接種予約が取れない
・受診拒否 など

医療従事者も最前線で全力で頑張っています。
ご理解・ご協力のほどお願いいたします。



１０．市民の皆さまへ
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一丸となって乗り越えていきましょう！！

令和４年度を迎え
進学･就職･異動など新たな環境

明るい日常を！！
① 経口治療薬が普及すること
② 国民全体にワクチンが行き届く



１１．ロシアによるウクライナ侵攻について
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◆ 医師会として医療支援金を寄付
◆ １日でも早い停戦を強く望みます

ロシアによるウクライナ侵攻を非難する決議

現地時間の２月２４日早朝、国際社会の警告を顧みず、ロシア軍はウ
クライナへの侵攻を開始した。日々、多くの死傷者と難民が発生してい
る状況を、地域住民の安心・安全を担う我々地域医師会としても、深い
憂慮を抱いている。
本会としては、人道的な観点から、ロシアによるウクライナへの軍事

侵攻と主権侵害を強く非難し、即時停戦と平和的な解決を強く求めるも
のである。
以上、決議する。

令和４年３月１０日
一般社団法人 福岡市医師会


